
【対策】

①天井クレーン使用時は、事前に障害物がないか 走行ルートを確認する。

②天井クレーン使用時は、吊り荷だけでなく クレーン本体も随時確認しながら

作業を行う。

【発生状況】

タービン室にて 天井クレーンを使用してガバナを運搬中、天井クレーンのホイス

ト部が 既設歩廊の手すりと監視カメラに接触し 破損させた。

※天井クレーンの走行範囲に歩廊とカメラがあることは認識していたが、干渉し

ないと思い込んでいた。

【原因・問題点】

①天井クレーン走行ルートの事前確認不足。

②天井クレーン走行中の確認不足。

天井クレーン走行中 監視カメラと歩廊手すりに接触し 破損させた
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